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友
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る
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宇
治
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
の
公
式
訪
問

団
が
、
十
一
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
来
訪
。
公
式
行
事
の
ほ
か
、

協
会
主
催
の
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
友
好
を
深

め
ま
し
た
。
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
の
公
式
訪
問
団
の
来
訪
は
、
平

成
十
三
年
二
月
以
来
で
し
た
。
（
≡
面
に
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

今
回
の
一
行
は
、
ピ
ー
タ
ー
・

シ
ャ
ー
プ
議
員
を
団
長
に
、
三
人

の
子
ど
も
を
含
む
総
勢
二
十
一
人
。

中
に
は
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

の
元
国
際
交
流
担
当
者
の
キ
ャ
ロ

ル
さ
ん
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で
宇

治
市
民
を
何
度
も
温
か
く
迎
え
て

交
流
会
で
の
記
念
写
真

い
た
だ
い
て
い
る
マ
リ
ク
ル
ご
夫

妻
、
宇
治
市
民
留
学
生
を
派
遣
し

て
い
る
カ
リ
ブ
大
学
の
バ
ー
ン
ス

レ
イ
学
長
ご
夫
妻
な
ど
、
宇
治
市

民
と
な
じ
み
の
深
い
方
も
加
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

訪
問
団
の
主
な
日
程
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
十
一
月
十
三
日
㈲
】
夜
に
関

西
空
港
に
到
着
。
そ
の
ま
ま
、
宿

舎
の
ホ
テ
ル
に
直
行
。

【
十
一
月
十
四
日
㈲
】
午
前
十

時
に
宇
治
市
役
所
を
表
敬
訪
問
。

市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
久
保
田

市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

歓
迎
式
の
後
、
一
行
は
市
役
所

内
で
関
係
者
と
懇
談
。
完
成
し
た

ば
か
り
の
「
う
じ
安
心
館
」
も
訪

問
し
、
最
新
鋭
の
消
防
指
令
室
な

ど
を
視
察
。

そ
の
後
、
宇
治
中
学
校
で
学
校

施
設
や
授
業
を
見
学
し
て
教
育
関

係
者
と
懇
談
。
三
人
の
子
ど
も
訪

問
団
貞
は
、
中
学
一
年
生
の
英
語

ク
ラ
ス
に
飛
び
込
ん
で
、
子
ど
も

同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

夜
は
、
宇
治
市
と
協
会
の
共
催

に
よ
る
歓
迎
晩
餐
会
で
参
加
者
と

友
好
を
深
め
、
宇
治
田
楽
や
邦
楽

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
楽
し
み
ま

し
た
。【

十
一
月
十
五
日
田
】
午
前
中

は
万
福
寺
を
見
学
し
て
座
禅
も
体

験
。
午
後
に
は
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
宇
治
上
神
社
、
朝
日
焼
、

平
等
院
通
り
な
ど
を
見
学
し
っ
つ
、

宇
治
川
畔
一
帯
を
歩
い
て
散
策
。

宇
治
公
民
館
で
は
、
お
茶
と
お
餅

の
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

夜
は
、
市
民
の
お
宅
を
訪
問
し

て
夕
食
を
ご
馳
走
に
な
る
ホ
ー
ム

ビ
ジ
ッ
ト
。
二
～
三
人
一
組
に
別

れ
て
、
日
本
の
家
庭
の
夕
食
を
堪

能
し
、
家
族
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
十
一
月
十
六
日
㈲
】
午
前
中

は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
協
会

主
催
に
よ
る
交
流
会
に
参
加
。
協

会
会
員
や
、
昨
年
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
を
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
た
皆

さ
ん
が
一
行
を
歓
迎
。
伝
統
玩
具

や
折
り
紙
、
書
道
、
邦
楽
器
、
茶
席
、

和
服
の
着
付
け
な
ど
、
日
本
の
伝

統
文
化
に
触
れ
、
昼
食
で
は
お
に

ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て
、
楽
し

く
思
い
出
深
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

午
後
は
京
都
市
内
を
観
光
し
、

買
い
物
も
楽
し
み
ま
し
た

【
十
一
月
十
七
旦
㈲
】
午
前
中

は
京
都
市
内
を
観
光
。
午
後
に
帰

国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

宇
治
市
で
は
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
や
威
陽
市
に
、
行
政
と
一
般
公

募
の
市
民
で
構
成
す
る
公
式
訪
問

団
を
派
遣
し
て
い
ま
す
（
十
五
年

度
は
成
陽
市
訪
問
の
予
定
で
し
た

が
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
影
響
で
中
止
）
。

ま
た
、
協
会
の
補
助
を
得
て
、

協
会
加
盟
の
市
民
グ
ル
ー
プ
も
、

友
好
都
市
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

海
外
に
新
し
い
友
人
を
作
り
、

そ
の
友
人
が
来
訪
し
た
と
き
に
は

旧
交
を
温
め
る
…
　
そ
ん
な
す
ば

ら
し
い
お
付
き
合
い
が
で
き
る
機

会
が
待
っ
て
い
ま
す
。

市
民
訪
問
団
員
の
募
集
が
行
わ

れ
る
際
に
は
、
市
政
だ
よ
り
に
記

事
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
見

逃
し
の
な
い
よ
う
に
。

協
会
補
助
を
受
け
て
の
友
好
都

市
訪
問
を
お
考
え
の
協
会
加
盟
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
は
、
協
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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私
た
ち
の
団
体
は
、
働
く
女
性

だ
け
の
会
員
で
組
織
さ
れ
た
国
際

的
な
奉
仕
団
体
で
、
宇
治
市
で
は

一
九
七
七
年
に
結
成
し
ま
し
た
。

以
来
、
宇
治
市
の
内
外
で
各
種

の
奉
仕
活
動
を
展
開
し
て
き
て
お

り
、
威
陽
市
と
の
関
わ
り
で
は
、

宇
治
市
日
中
友
好
協
会
が
中
心
に

な
っ
て
進
め
て
お
ら
れ
る
　
「
成
陽

市
の
子
ど
も
た
ち
に
本
を
贈
る
運

動
」
　
や
「
黄
土
高
原
植
林
緑
化
事

業
」
　
に
、
側
面
的
な
協
力
を
し
て

子
ど
も
た
ち
に
目
録
を
贈
呈
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

き
ま
し
た
。

一
九
九
二
年
に
認
証
二
十
五
周

年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
成
陽
市

の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
一
助
に

な
る
事
業
を
行
い
た
い
と
考
え
、

成
陽
市
当
局
と
協
議
し
ま
し
た
結

果
、
永
寿
県
永
平
郷
に
あ
る
寄
宿

制
小
学
校
の
校
地
内
に
図
書
館
を

建
設
し
て
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。☆

　
　
　
☆
　
　
　
☆

こ
の
永
平
郷
は
、
植
林
が
行
わ

れ
て
い
る
永
寿
県
監
軍
鋲
か
ら
、

さ
ら
に
北
へ
二
〇
キ
ロ
ほ
ど
行
っ

た
場
所
に
あ
り
、
周
囲
は
標
高
千

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
原
の
農
村

地
域
で
す
。

面
積
は
一
七
〇
平
方
キ
ロ
あ
り

ま
す
が
、
人
口
は
僅
か
に
四
七
〇

〇
人
し
か
い
な
い
郷
鋲
で
す
。

他
の
中
国
内
陸
部
の
農
村
と

同
じ
よ
う
に
、
経
済
が
立
ち
遅
れ

て
貧
困
に
苦
し
み
、
住
民
の
平
均

年
収
入
は
七
〇
〇
元
（
日
本
円
で

一
万
円
余
り
）
　
に
も
足
り
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

教
育
環
境
も
恵
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
郷
内
の
十
二
の
小

学
校
を
統
合
し
た
形
で
成
陽
市
の

財
政
支
援
を
受
け
て
、
寄
宿
制
小

学
校
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

修
学
前
の
幼
児
を
含
め
た
児
童

数
は
三
六
五
人
、
う
ち
寄
宿
生
は

一
二
九
人
で
、
就
学
率
は
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
と
の
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
地
域
に
図
書
館
を
建
設

す
る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
が
目
指

し
て
い
る
『
草
の
根
交
流
』
だ
と

の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

こ
の
小
学
校
で
図
書
館
建
設
を

進
め
る
た
め
、
昨
年
秋
に
は
代
表

が
現
地
を
訪
れ
、
今
年
三
月
の
起

工
式
、
九
月
の
開
館
式
に
も
代
表

が
列
席
し
ま
し
た
。

図
書
館
建
設
に
は
二
〇
〇
万
円

の
資
金
を
要
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
会
員
の
募
金
だ
け
で
な
く
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
も
開
催

し
て
調
達
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
図
書
館
は
、
煉
瓦

造
り
の
平
屋
建
て
で
、
床
面
積

一
九
人
平
方
メ
ー
ト
ル
、
七
部

屋
が
あ
り
、
三
部
屋
を
図
書
収
納

室
、
三
部
屋
を
閲
覧
室
、
一
部
屋

を
管
理
員
室
に
し
て
い
ま
す
。

早
速
み
ん
な
で
本
を
並
べ
ま
し
た

収
納
室
に
は
三
五
台
の
両
面
書

棚
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

開
館
式
の
と
き
に
私
た
ち
は
そ
の

書
棚
に
一
五
五
〇
冊
を
、
本
を
贈

る
会
か
ら
も
三
〇
〇
冊
の
図
書
を

搬
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
館
式
に
は
、
中
国
語

で
地
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
地
球

儀
、
屋
内
用
掛
け
時
計
も
寄
贈
し

ま
し
た
。

高
学
年
の
児
童
た
ち
と
一
緒
に

搬
入
し
た
図
書
を
書
棚
に
並
べ
ま

し
た
が
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
を
輝

か
せ
て
、
手
に
し
た
図
書
に
見
入

っ
て
し
ま
い
、
付
き
添
っ
た
先
生

か
ら
注
意
を
受
け
て
い
た
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宇
治
援
建
図
書
館

の
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す

今
回
の
事
業
は
、
成
陽
市
の
教

育
行
政
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
さ
さ

や
か
な
も
の
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宇
治
市
と

成
陽
市
と
の
友
好
の
絆
を
一
層
強

固
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
図
書
館
で
勉
強
し
た
子
ど

も
た
ち
が
、
日
本
と
中
国
の
友
好

と
親
善
の
橋
渡
し
を
し
て
く
れ
る

日
が
来
る
こ
と
を
思
い
描
い
て
い

ま
す
。末

尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
事

業
推
進
の
た
め
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
宇
治
市
当
局
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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ト
久
保
田
市
長
と
固
い
握
手
を
か
わ
す

ピ
ー
タ
ー
・
シ
ャ
ー
プ
団
長

ト
交
流
会
で
は
い
ろ
ん
な
日
本
の
伝
統

文
化
に
触
れ
ま
し
た

宇治市滞在記

参加者募集
☆☆☆☆☆☆世界の文化交流会☆☆☆☆☆☆

お正月交流パーティ

宇治在住の外国の方々に、お国とその文化を

紹介していただき、日本の伝統的な華道、茶道、

書道、遊び、着物などの紹介をし、日本の文化も

理解してもらう、文化の相互交流をします。

邦楽や懐かしい音楽の演奏などもあります。

いろいろな国の文化に直接ふれてみませんか

（軽食あり）。

日 時 ：1 月 2 5 日 （日 ）、 午 前 1 1 時 ～ 午 後 2 時

場 所 ：宇 治 公 民 館

会 費 ：5 0 0 円 、 外 国 人 無 料

主 催 ：宇 治 国 際 交 流 ク ラ ブ

問 い 合 わ せ ：小 永 井 宏 子 さ ん （2 2 － 2 1 3 7 ）

▲和服姿が似合うシャープさんと

カムループ市担当のボビーさん

一
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、
受
け
入
れ

家
庭
ご
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
歓
迎

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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十
一
月
六
日
の
日
本
の
各
社
新

聞
紙
上
に
、
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
の
報

道
に
よ
る
と
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ク

ラ
マ
ト
ウ
ン
ガ
大
統
領
が
、
五
日

に
全
土
に
非
常
事
態
を
宣
言
し
た
、

と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
同

大
統
領
と
政
治
的
に
ラ
イ
バ
ル
関

係
に
あ
る
ウ
イ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
首

相
が
、
少
数
派
タ
ミ
ル
人
武
装
組

織
タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
虎

（
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
　
と
和
平
交
渉
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
こ
と
で
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
今
後
に
悪
影
響
が

出
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

協
会
事
務
局
に
も
、
ご
心
配
の

お
問
い
合
わ
せ
あ
り
ま
し
た
の

で
、
最
近
の
現
地
の
情
勢
を
、
在

ス
リ
ラ
ン
カ
日
本
国
大
使
館
に
照

会
し
ま
し
た
。

回
答
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
（
十
二
月
八
日
付
）
が
、

今
回
の
事
態
で
は
、
市
民
生
活
に

は
一
切
変
化
は
な
く
、
治
安
的
に

は
、
宣
言
以
前
及
び
以
後
も
、
市

民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な

事
件
は
発
生
し
て
い
な
い
の
で
、

心
配
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

①
十
一
月
四
日
、
大
統
領
が
首

相
の
外
遊
中
に
内
閣
の
主
要
な
三

一
命
轟
ツ
⑳
命
番
傘
療
ゆ
命
痕
ｐ
命
⑳
ゆ
◎
鹿
野
◎
鹿
野
◎
◎
ゑ
畢
愈

留
学
生
探
訪
ツ
ア
Ｉ
実
施

⑳
番
傘
⑳
ふ
轡
⑳
⑳
㊨
⑳
Ａ
轡
⑳
ゑ
轡
歯
車
⑳
⑳
鹿
野
勅
命
鹿
野
命

留
学
生
探
訪
ツ
ア
ー
を
、
十
一

月
一
日
～
二
日
に
実
施
。
宇
治

市
内
外
に
在
住
の
中
国
、
モ
ン
ゴ

ル
、
フ
ラ
ン
ス
、
チ
ェ
コ
、
イ
ギ

リ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ナ
ダ
の
皆

さ
ん
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
の
万
福
寺
見
学
で
は
座

禅
も
体
験
、
二
日
目
の
ス
ラ
ン
プ

ラ
リ
ー
で
は
、
秋
の
宇
治
の
風
情

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

一
泊
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
、
留
学

生
の
皆
さ
ん
、
お
引
き
受
け
い
た

だ
い
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆

さ
ん
共
に
好
評
で
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

月
十
九
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
入
門
編
で
、
英
語
の

講
師
は
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｔ
　
（
英
語
指
導
助
手
）
　
と
し
て

来
日
中
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
さ
ん
と
ケ

ビ
ン
さ
ん
が
分
担
、
中
国
語
は
威

陽
市
の
障
り
の
西
安
市
か
ら
京
都

の
大
学
に
留
学
中
の
王
さ
ん
　
（
宇

治
市
在
住
）
　
で
す
。

受
講
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
三
月

ま
で
の
十
二
回
の
講
座
で
、
外
国

語
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
十
分
に
堪
能

し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

㊥
ゑ
轡
㊥
歯
車
⑳
命
令
ゆ
轟
Ｙ
療
ゑ
轡
◎
砂
、
珍
妙
鹿
野
⑳
⑳
ゑ
轡
ゆ

語
学
講
座
始
ま
る

歯
車
警
讐
優
遠
忌
撃
率
や
虚
芸
‡
轡
㊥
骨
品
∑
警
昏
料
料
底
警

今
年
度
の
語
学
講
座
が
、
十
一

閣
僚
を
罷
免
し
、
自
ら
が
国
防
、

内
務
（
警
察
）
、
マ
ス
コ
ミ
大
臣

と
な
っ
た
。

②
十
一
月
五
日
、
大
統
領
が
非

常
事
態
宣
言
を
発
令
。
二
週
間
国

会
を
停
会
（
宣
言
は
内
戦
時
に
は

十
八
年
間
ず
っ
と
発
令
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
市
民
生
活
に
は
関
わ

り
な
く
、
デ
モ
な
ど
の
行
為
が
禁

止
さ
れ
る
だ
け
）

③
十
一
月
七
日
、
外
遊
中
の
首

相
が
帰
国
す
る
の
に
合
わ
せ
、
時

の
形
勢
が
不
利
と
見
た
大
統
領

が
、
非
常
事
能
等
呈
一
口
を
事
実
上
撤
回

④
宣
言
に
伴
っ
て
、
主
要
な
場

所
（
国
営
テ
レ
ビ
局
こ
フ
ジ
オ
局
・

官
報
を
印
刷
す
る
政
府
印
刷
所
な

ど
）
　
に
警
察
・
軍
隊
が
配
置
さ
れ

た
が
、
市
民
生
活
は
変
わ
り
な
く
、

何
の
事
件
も
発
生
し
な
か
っ
た
。

⑤
宣
言
以
降
、
内
政
は
ギ
ク
シ

ヤ
ク
し
た
状
況
に
あ
っ
た
が
、
政

治
的
に
対
立
し
て
い
る
大
統
領
と

首
相
が
共
同
し
て
和
平
の
推
進
に

乗
り
出
し
、
内
政
の
混
乱
を
収
拾

さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
安
定
し
た
状
態
に
あ
る
。

⑥
今
回
の
事
態
の
背
景
は
、
首
相

（
政
権
与
党
）
　
に
国
民
の
支
持
が

集
ま
っ
て
お
り
、
政
権
奪
取
を
狙

う
大
統
領
（
野
党
）
　
側
が
、
か
ね

て
か
ら
国
民
が
治
安
に
不
安
を
抱

い
て
い
た
た
め
に
、
一
気
に
国
民

の
人
気
を
取
ろ
う
と
し
た
も
の
。

今
年
の
冬
は
暖
冬

傾
向
な
の
で
し
ょ
う

か
、
積
雪
の
な
い
ス

キ
ー
場
開
き
の
ニ
ュ
ー

ス
を
目
に
し
ま
し
た
。

関
係
者
に
と
っ
て
降

雪
の
多
少
は
、
死
活

問
題
で
し
ょ
う
。

一
方
、
今
年
の
米
の
作
柄
は
、
冷

夏
の
影
響
で
、
軒
並
み
低
い
作
況
指

数
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
北
の
地
方

で
は
、
そ
の
傾
向
が
著
し
い
と
の
こ

と
で
す
。

暑
く
あ
る
べ
き
時
期
は
暑
く
、
寒

く
あ
る
べ
き
時
期
は
寒
い
の
が
、
人

の
自
然
な
生
活
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
を
痛
感
し
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
の
冬
の
一
番
の

心
配
事
は
、
6
月
の
暖
か
い
時
期
に

な
っ
て
漸
く
沈
静
化
し
た
、
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
　
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
　
の

再
発
で
す
。

既
に
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
の
混
同
を

防
ぐ
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
注
射
を
す
る
人
が
多
く
、
ワ
ク
チ

ン
は
不
足
気
味
だ
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。寒

い
冬
は
、
そ
れ
で
な
く
と
も

抵
抗
力
の
低
い
高
齢
者
や
子
ど
も
た

ち
を
直
撃
す
る
う
え
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の

再
流
行
と
い
っ
た
事
態
に
な
れ
ば
…

つ
い
、
そ
う
し
た
心
配
を
し
て
し

ま
い
ま
す
。

手
洗
い
と
ウ
ガ
イ
を
励
行
し
、
寒

さ
に
負
け
な
い
健
康
作
り
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。
（
橋
本
）
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